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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

 本研究課題では、医学に関する大規模データの解析法について研究を推進した。医療現場におけ

るデータは、当該患者の治療計画に利用するのは当然ながら、EBMにおける基本情報としての重要

性も高まっている。このような背景から、医療データの実際的な解析法および一般的な解析方法に

ついて、以下の３つの観点から検討した。 

 

１．画像情報とテキスト情報に基づく判別・診断 

 通常、医師は画像情報をはじめとするデータから診断をくだし、カルテにテキストとして記載す

る。すなわち、画像情報とテキスト情報の適切なマッチングを行えば、客観的・科学的な診断法を

構築することができる。そこで、画像情報処理法およびテキストマイニング技法を用いて両情報の

関連性を示す方法を構築した。特に、乳癌の約 1200症例を利用して、その方法を評価した。 

 

２．空間構造を利用した SNPデータの解析 

 医療における遺伝子情報の利用は、重要な課題であることは言うまでもない。病気との関連性が

注目される SNPの構造を解析するためには、その空間情報を有効に利用することが肝要である。そ

こで、遺伝子の空間的な隣接情報及び遺伝子関連情報により得られる階層構造に基づき関連ブロッ

ク遺伝子に分類するとともに、病気に関連するブロックの検出方法を検討できた。 
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（研究成果のつづき） 

 

３．上記の課題を扱うデータ解析手法としてエシェロン解析法、シンボリックデータ解析法、非計

量データの多変量解析などに着目し、個々の理論的・応用的な研究を実施した。これらの研究によ

り、疾病の地域的関係の検討、分布で表現するのが適切な医療情報の検討などが有効に実施するこ

とが可能になった。特に、分布値で表現された個体に対する解析法・グラフィカル表現法について

成果が得られた。 

 

 上記のテーマに関して、「大規模医学データの統計分析」研究会を２回開催した。各研究会では、

学内外の研究者が参集し、研究報告および関連する議論がなされた。さらに、研究会時以外でも、

メールなどにより情報交換を実施した。特に、情報学および統計科学の研究者のみならず、医学関

係の研究者も参加し、多くの情報交換をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


